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現代の科学１　戦争と科学

戦争とは？

古代から現代

武器の起源

石器時代　石器、弓矢、こん棒・・・

狩猟道具、農具・・・

　　→（現代）民生技術と軍事技術の切っても切れない関係

国家の成立

　権力の維持、周囲の国家との抗争…制度化された軍隊の出現

　軍事技術　他国を出し抜くためにより高度な技術が必要

　より強い剣、より遠くまで飛ぶ大砲、

現代の戦争

　技術の高度化

　総力戦、兵隊だけの戦争ではない。

　情報戦の側面

　湾岸戦争　－新技術の実験場？

科学者と戦争

　アルキメデス　てこの原理を応用した投石機、反射鏡で火災

　ローマとカルタゴの第二次ポエニ戦争、シチリア島シラクサ

　結局はローマ兵に殺されてしまう。

・以後は科学者というよりも技術者集団が戦争技術の向上に関与

　アインシュタインの相対論　及び

　原子核物理の成果　→原子爆弾に転用される

　ナチス・ドイツが原子爆弾を先に開発することへの危惧から、アインシュタインはアメリカの原子爆弾の開発を推進。

　しかし軍隊ではなく広島・長崎で非戦闘員の大量虐殺に用いられる。

＃原子爆弾とは何？

＃水素爆弾とは何？

　第二次大戦後、平和運動・核廃絶への流れを科学者集団がつくる

　　ラッセル・アインシュタイン宣言

　　パグウォッシュ会議

　湯川秀樹　…（科学者の社会的責任の回に紹介予定）

＃核抑止力とは？

　総力戦としての現代の戦争

　前線は存在しない。首都に直接ミサイルが飛んでくる

　ゲリラ戦の発達

　ベトナム戦争の示したもの

　自爆テロ

　911テロ　旅客機のハイジャックと自爆

軍事科学技術と民生技術

火薬の開発　銃砲への利用、ロケット弾（12世紀には存在）

　土木工事、鉱山開発に火薬は必須

　ノーベル、ダイナマイトの発明

…液体で扱いにくかったニトログリセリンを珪藻土に染み込ませて

扱いやすくしたもの。

　しかし戦争に使われることが多かった　→ノーベル賞をつくる

鋳鉄技術

　鋼の製造、より強力で遠距離まで弾を飛ばす大砲の製作

　建築材としての価値

電信技術　モールス信号　電報に利用

　→南北戦争で通信に利用（鉄道線路沿いの有線電信）

　無線電信技術　マルコーニ、

　→日露戦争、バルチック艦隊の発見、

　レーダー

　　第二次大戦中に実用化・高度化

　　航空機管制、気象観測レーダー、

　衛星測位システムGPS

　　巡航ミサイルの位置判別、→カーナビ利用、携帯にも。

航空機

　気球の発明　熱気球

　動力をつけた飛行船

　飛行機の発達、第一次大戦、最初は偵察機、爆弾を投げる、戦闘機…

　ジェット機　第二次大戦の航空機開発競争の遺産

レシプロエンジン機の速度限界、プロペラが音速に近づくと効率低下。

　日本の巨大タンカー　建艦競争の中で磨かれた技術

　　大和型戦艦、翔鶴型空母のバルバス・バウ、溶接行程、etc.

　宇宙開発

　　大陸間弾道ミサイルとサターンロケット

　　SDI計画

　　軍事偵察衛星　→気象観測衛星、資源探査衛星（LANDSATなど）

　原子力発電

　　原子爆弾開発の遺産、核分裂を定常的・安定に行わせる技術。

　　長期間エネルギーを取り出せる。高度な濃縮過程不要

　　ただし生成物のプルトニウムは核兵器転用が容易。

　遺伝子工学　→生物兵器の可能性

　化学工業　→化学兵器　毒ガス兵器、地下鉄サリン事件など







